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研究成果の概要（和文）：　モンゴル高原のオルホン河流域から新たに発現した１３～１７世紀までの仏教遺跡や文字
資料が，従来の歴史研究といかに整合性を持つかを追究する目的でカラコルム遺跡で発掘調査を行った結果，現地に造
られた仏閣「興元閣」はオゴデイ・ハーンの宮殿址に建立されたのではなく，もとより仏閣として建立されたのであり
，オゴデイの宮殿址は，別の場所，現在のエルデニゾー僧院内のどこかにあったであろうという結論に達した。
　以上の研究の成果として，国際シンポジウム「世界遺産「オルホン渓谷の文化的景観」の１０年──過去と現在──
」を現地で開催し，また『オルホン渓谷遺産』第３号と，国際シンポジウム論文集の計２冊を刊行した。

研究成果の概要（英文）： As a result of having performed the excavation in the remains of Kharakhorum 
Ruins for the seeking to make clear the consistency between and possibilities for synthesis of newly 
discovered 13th to 17th century Buddhist remains / written sources and older philological historical 
research, we came to the conclusion that the Buddhist temple Xingyuange興元閣 was erected as a buddhist 
one from the start, and not a palace remains of Ogodei Khaan, and that the palace remains would be 
elsewhere in deiffrent place, probably inside of current Erdene-Zuu Monastery aera.
 As a result of the above-mentioned study, we have held International Conference on Ten Years of the 
World Heritage Site - Orkhon Valley Cultural Landscape: Past and Present in Kharkhorin, and have 
published the book for the papers of the Conference, and the third volume of the journal The Heritage of 
Orkhon Valley, respectively.
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１．研究開始当初の背景 
 モンゴル国のユネスコ世界文化遺産「オ
ルホン渓谷の文化的景観」のうち，現存す
るモンゴル最古の仏教寺院エルデニゾーの
過去・現在・未来を総合的に調査・研究す
る科研プロジェクト（基盤Ａ，２００９～
１１年度；研究代表者は松川節）の成果と
して，エルデニゾー寺院の立地点は，古く
は８世紀ウイグル時代から１３・１４世紀
のモンゴル時代を経て，１６世紀末のエル
デニゾー建立の時代，さらに１９３０年代
末の宗教弾圧によって破壊される時代に至
るまで，実に１３００年以上の文化的重層
性を有しているという新たな事実が判明し，
２０１１年９月に現地で国際シンポジウム
を開催してこれを報告したところ，我々の
プロジェクトはその学術的貢献及び地域貢
献の点でモンゴル側より高く評価され，そ
の継続を強く要請されていた。 
 
２．研究の目的 
 近年の歴史学的碑刻・文書調査と考古学
的発掘調査により，１３世紀～１４世紀前
半のモンゴル支配時代，そして１４世紀後
半～１７世紀のポスト・モンゴル時代にお
いて，北アジアで独自の仏教文化が存在し
ていたことが明らかになりつつあるが，そ
れらの仏教文化に通時的な連続性・継承性
があるか否かという問題はほとんど研究さ
れず，看過されてきた。 
 本研究は，モンゴル高原のオルホン河・
トーラ河流域を調査対象域とし，新たに出
土・発現した１３世紀～１７世紀までの仏
教遺 
跡や文字資料が，従来の文献学的歴史研究
といかに整合性を持つか，また統合可能か
を明らかにしつつ，仏教をキーワードとし
て浮かび上がる北アジア史の新たな地平を
追究すること，すなわち，新出土仏教遺物
と文献史料の統合による１３～１７世紀北
アジア史の再構築を目的とする。 
 
３．研究の方法 
(1) １３・１４世紀カラコルムの仏教寺院
から出土した遺物を調査・研究した上で，
(2) それらが１５～１７世紀の間に伝存し
た結果，１６世紀末のエルデニゾー寺院の
建立時にどのような影響を与えたかを，考
古学・歴史学・仏教学・寺院建築学・保存
科学などから多面的に検証し，(3) 結果と
してもたらされる新たな知見に基づき，北
アジア仏教史を再構築する。 
 ２０１２年度は３回の国内研究会（うち
１回はモンゴルから研究者招聘）とモンゴ
ルにおけるカラコルム仏教遺物の悉皆調査，
２０１３年度はモンゴルにおけるエルデニ
ゾー寺院出土仏教遺物の調査と３回の国内
研究会（うち１回はロシア・中国から研究
者招聘），２０１４年度はモンゴルにおけ
る国際シンポジウムの開催とその成果刊行

（論文集一冊と，一般向けモンゴル語・英
語によるもの一冊），２回の国内研究会を
それぞれ行う。 
 
４．研究成果 
(1) ２０１２年度は１３・１４世紀カラコ
ルムの仏教寺院から出土した遺物を調査・
研究する基盤整備のために，基礎研究と現
地における予備調査（２０１２年５月１日
～５月７日，８月１５日～８月２４日，９
月８日～９月１３日）とを行った。その成
果は，５月２６日，１０月２０日，２０１
３年３月２日にそれぞれ大谷大学で開催さ
れた研究集会にて報告され，①カラコルム
の仏教寺院に西夏仏教的要素が見られると
いう従来の見解は，再検討が必要なこと，
②カラコルムの仏教寺院に建立されていた
とされる高さ１００メートルの仏塔の様式
については，契丹，高麗，ネパール，チベ
ットの同時代仏塔との綿密な比較検討を通
して明らかにする必要があること，③１
３・１４世紀のモンゴル高原全体に流布し
た仏教について，考古学的出土遺物が少な
からず発現しており，それらを含めた総合
的な研究が必要であること，以上の成果を
得た。その意義・重要性は，従来，ほとん
ど研究されてこなかった１３・１４世紀モ
ンゴル時代モンゴル高原における仏教伝播
の状況について，考古学的証拠から再構築
するための方向性を得た点にある。 
(2) ２０１３年度は１３・１４世紀カラコ
ルムの仏教寺院から出土した遺物を調査・
研究するために，現地における本調査（２
０１３年４月２６日～５月８日，８月３０
日～９月１３日，１１月８日～１１月１３
日）を行った。その成果は，１１月２３日，
２０１４年３月７日に大谷大学で開催され
た研究集会にて報告され，①エルデニゾー
寺院内における小規模な発掘調査の結果，
モンゴル帝国時代～元朝期に築かれていた
建造物の規模と構造については，一定の結
論を出すには未だ至っていないこと，②カ
ラコルム遺蹟の興元閣址発掘現場における
観察により，モンゴル・ドイツ隊が公表し
ている興元閣建築の編年については再検討
が必要であること，③ガンダン寺及びモン
ゴル国立公文書館所蔵資料の解読により，
１６・１７世紀モンゴル仏教に関する考古
学的知見と整合性を持つ歴史事実が浮かび
上がってきたこと，以上の成果を得た。そ
の意義・重要性は，従来，ほとんど研究さ
れてこなかった１６・１７世紀モンゴル高
原における仏教伝播の状況について，考古
学的証拠及び文献資料を融合することによ
って再構築するための基盤を確保し得た点
にある。 
(3) ２０１４年度は１３・１４世紀カラコ
ルムの仏教寺院から出土した遺物を調査・
研究するために，現地における調査（２０
１４年４月２５日～５月７日，１２月２５



日～１２月３１日，２０１５年２月１５日
～２月２２日）を行い，その成果は，２０
１４年９月６日・７日に現地で開催された
国際シンポジウム及び２０１５年２月２７
日に大谷大学で開催された研究集会にて報
告され，カラコルムの仏閣「興元閣」は，
オゴデイ・ハーンの宮殿址に建立されたの
ではなく，元々仏閣として建立されたもの
であり，オゴデイ・ハーンの宮殿址は，別
の場所，おそらくは現在のエルデニゾー僧
院内のどこかにあったであろうが，その場
所は未だ特定できないという結論に至った。 
 上述の２０１４年９月６日・７日に現地
で開催された国際シンポジウム「世界遺産
「オルホン渓谷の文化的景観」の１０年─
─過去と現在──」においては，本研究プ
ロジェクト参加者（代表者：松川，分担
者：三宅，白石，二神，連携研究者：藤原，
包，研究協力者：エルデネバト，オチル，
清水）が報告を行い，仏教をキーワードに
して浮かび上がるアジア史の新たな地平を
追究するための課題を共有することができ
た。 
 以上の研究の成果として，『オルホン渓
谷遺産』第３号（２０１５年１月，ウラン
バートル）と，英文とモンゴル文による国
際シンポジウム論文集（２０１５年３月，
ウランバートル）計２冊を刊行した。 
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